
別添資料2-18

教科書における国際教育関連記載事項抜き出しリスト

理科
⇒公民的な見方・考え方：社会事象を、政治、法、経済などに関わる多様な視点（概念や理論など）に着目して捉え、よりよい社会の構築に向けて、課題解決のための選択・判断に資する概念や理論などと関連付けること

※教科書記載事項の列の【】内は、その抜き出したトピックが当てはまる「国際理解教育の実践的枠組み」の分類を表す。その中で下線がついているものが主な分類、下線がないものは付随的な分類となる。

1 文化

理解

2 文化

交流

3 多文

化共生

1 相互

依存

2 情報

化

1 人権 2 環境 3 平和 4 開発 1 歴史

認識

2 市民

意識

3 社会

参加

国際援助 専門家 青年海外協

力隊

その他

第1分野
(1) 身近な物理現象

ア

(ア) 光と音

㋐光の反射・屈折

㋑凸レンズの働き

㋒音の性質
(イ) 力の働き

㋐力の働き
イ

(2) 身の回りの物質

ア

(ア) 物質のすがた

㋐身の回りの物質とその性質

㋑気体の発生と性質
(イ) 水溶液

㋐水溶液

(ウ) 状態変化

㋐状態変化と熱

㋑物質の融点と沸点

イ

(3) 電流とその利用

ア

(ア) 電流

㋐回路と電流・電圧

㋑電流・電圧と抵抗

㋒電気とそのエネルギー

㋓静電気と電流

(イ) 電流と磁界

㋐電流がつくる磁界

㋑磁界中の電流が受ける力

㋒電磁誘導と発電

イ

(4) 化学変化と原子・分子

ア

(ア) 物質の成り立ち

㋐物質の分解

㋑原子・分子

(イ) 化学変化

㋐化学変化

㋑化学変化における酸化と還元

㋒化学変化と熱

(ウ) 化学変化と物質の質量

㋐化学変化と質量の保存

㋑質量変化の規則性

イ

見方・考え方

問題を見いだし見通しをもって観察、実験な

どを行い、規則性を見いだして表現する

新しい科学1

単元3 身のまわりの物質

新しい科学1

単元2 身のまわりの物質

次のことを理解するとともに、観察、実験な

どの技能を身につける

電流、磁界に関し、見通しをもって解決する

方法を立案して観察、実験を行い、その結果

を分析して解釈し、規則性や関係性を見いだ

して表現する

次のことを理解するとともに、観察、実験な

どの技能を身につける

化学変化について見通しをもって解決する方

法を立案して観察、実験を行い、その結果を

分析して解釈し、規則性や関係性を見いだし

て表現する

次のことを理解するとともに、観察、実験な

どの技能を身につける

JICA関連記載 その他

国際協力・援助

次のことを理解するとともに、観察、実験な

どの技能を身につける

観察、実験を行い、規則性や関係性を見いだ

して表現する

A 多文化社会 B グローバル社 C 地球的課題 D 未来への選択

教材学習指導要領 学習指導要領解説 教科書対象範囲 教科書記載事項

●：教科書記載のトピックが主に当てはまる分類（一つのトピックにつき一つのみ）

〇：教科書記載のトピックが関連のある付随的分類（一つのトピックに何もつかない場合もあれば、複数つ

く場合もある）

新しい科学2

単元4 電気の世界

新しい科学2

単元1 化学変化と原子・

分子

「見方・考え方」を働かせる

「問い」または「学習活動」



1 文化

理解

2 文化

交流

3 多文

化共生

1 相互

依存

2 情報

化

1 人権 2 環境 3 平和 4 開発 1 歴史

認識

2 市民

意識

3 社会

参加

国際援助 専門家 青年海外協

力隊

その他

(5) 運動とエネルギー

ア

(ア) 力のつり合いと合成・分解

㋐水中の物体に働く力

㋑力の合成・分解

(イ) 運動の規則性

㋐運動の速さと向き

㋑力と運動

(ウ) 力学的エネルギー

㋐仕事とエネルギー

㋑力学的エネルギーの保存

イ

(6) 化学変化とイオン

ア

(ア) 水溶液とイオン

㋐原子の成り立ちとイオン

㋑酸・アルカリ

㋒中和と塩

(イ) 化学変化と電池

㋐金属イオン

㋑化学変化と電池

イ

(7) 科学技術と人編

ア

(ア) エネルギーと物質

㋐エネルギーとエネルギー資源

㋑様々な物質とその利用

㋒科学技術の発展

(イ) 自然環境の保全と科学技術の利用

㋐自然環境の保全と科学技術の利用

イ

第2分野

(1) いろいろな生物とその共通点

ア

(ア) 生物の観察と分類の仕方

㋐生物の観察

㋑生物の特徴と分類の仕方
(イ) 生物の体の共通点と相違点

㋐植物の体の共通点と相違点

㋑動物の体の共通点と相違点
イ

「見方・考え方」を働かせる

「問い」または「学習活動」

D 未来への選択 JICA関連記載 その他

国際協力・援助教材

A 多文化社会 B グローバル社 C 地球的課題

学習指導要領 学習指導要領解説 教科書対象範囲 教科書記載事項 見方・考え方

身近な生物についての観察、実験などを通し

て、生物の共通点や相違点を見いだすととも

に、生物を分類するための観点や基準を見い

だして表現する

次のことを理解するとともに、観察、実験な

どの技能を身につける

運動とエネルギーについて、見通しをもって

解決する方法を立案して観察、実験を行い、

その結果を分析して解釈し、規則性や関係性

を見いだして表現する

次のことを理解するとともに、観察、実験な

どの技能を身につける

化学変化について、見通しをもって解決する

方法を立案して観察、実験を行い、その結果

を分析して解釈し、規則性や関係性を見いだ

して表現する

次のことを理解するとともに、観察、実験な

どの技能を身につける

エネルギーや物質について、見通しをもって

解決する方法を立案して観察、実験を行い、

その結果を分析して解釈し、規則性や関係性

を見いだして表現する

次のことを理解するとともに、観察、実験な

どの技能を身につける

新しい科学1

単元1 いろいろな生物と

その共通点

新しい科学3

単元1 化学変化とイオン

新しい科学3

単元3 運動とエネルギー

新しい科学3

単元5 地球と私たちの未

来のために



1 文化

理解

2 文化

交流

3 多文

化共生

1 相互

依存

2 情報

化

1 人権 2 環境 3 平和 4 開発 1 歴史

認識

2 市民

意識

3 社会

参加

国際援助 専門家 青年海外協

力隊

その他

(2) 大地の成り立ちと変化

ア

(ア) 身近な地形や地層、岩石の観察

㋐身近な地形や地層、岩石の観察

(イ) 地層の重なりと過去の様子

㋐地層の重なりと過去の様子

(ウ) 火山と地震

㋐火山活動と火成岩

㋑地震の伝わり方と地球内部の働き

(エ) 自然の恵みと火山災害・地震災害

㋐自然の恵みと火山災害・地震災害

イ

(3) 生物の体のつくりと働き

ア

(ア) 生物と細胞

㋐生物と細胞
P.162-163 藻類から燃料をつくる【 C-2環境】 ●

(イ）植物の体のつくりと働き

㋐葉・茎・根のつくりと働き

(ウ) 動物の体のつくりと働き

㋐生命を維持する働きｘ

㋑刺激と反応

イ

(4) 気象とその変化

ア

(ア) 気象観測

㋐気象要素

㋑気象観測

P.226-227 温暖化予測で世界に貢献【 C-2環

境】
●

(イ) 天気の変化

㋐霧や雲の発生

㋑前線の通過と天気の変化
(ウ) 日本の気象

㋐日本の天気の特徴

㋑大気の動きと海洋の影響

(エ) 自然の恵みと気象災害

㋐自然の恵みと気象災害

イ

(5) 生命の連続性

ア

(ア) 生物の成⾧と殖え方

㋐細胞分裂と生物の成⾧

㋑生物の殖え方
(イ) 遺伝の規則性と遺伝子

㋐遺伝の規則性と遺伝子

(ウ) 生物の種類の多様性と進化

㋐生物の種類の多様性と進化

イ

C 地球的課題 D 未来への選択 JICA関連記載 その他

国際協力・援助「見方・考え方」を働かせる

「問い」または「学習活動」
教材

A 多文化社会 B グローバル社

学習指導要領 学習指導要領解説 教科書対象範囲 教科書記載事項 見方・考え方

次のことを理解するとともに、観察、実験な

どの技能を身につける

大地の成り立ちと変化について、見通しを

もって観察、実験を行い、規則性や関係性を

見いだして表現する

次のことを理解するとともに、観察、実験な

どの技能を身につける

身近な植物や動物の体のつくりと働きについ

て、見通しをもって観察、実験を行い、規則

性や関係性を見いだして表現する

次のことを理解するとともに、観察、実験な

どの技能を身につける

気象とその変化について、見通しをもって観

察、実験を行い、規則性や関係性を見いだし

て表現する

次のことを理解するとともに、観察、実験な

どの技能を身につける

生命の連続性について、見通しをもって観

察、実験を行い、規則性や関係性を見いだし

て表現する

新しい科学1

単元4 大地の変化

新しい科学2

単元2 生物のからだのつ

くりとはたらき

新しい科学2

単元3 天気とその変化

新しい科学3

単元3 生命の連続性



1 文化

理解

2 文化

交流

3 多文

化共生

1 相互

依存

2 情報

化

1 人権 2 環境 3 平和 4 開発 1 歴史

認識

2 市民

意識

3 社会

参加

国際援助 専門家 青年海外協

力隊

その他

(6) 地球と宇宙

ア

(ア) 天体の動きと地球の自転・公転

㋐日周運動と自転

㋑年周運動と公転

(イ) 太陽系と恒星

㋐太陽の様子

㋑惑星と恒星

㋒月や金星の運動と見え方

イ

(7) 自然と人間

ア

(ア) 生物と環境

㋐自然界のつり合い

㋑自然環境の調査と環境保全

㋒地球の自然災害

P.266 地球温暖化【 C-2環境】 ●

(イ) 自然環境の保全と科学技術の利用

㋐自然環境の保全と科学技術の利用

P.276-277 自然環境の開発と保全【 C-2環境】

P.284 プラスチックの未来【C-2環境】

P.290 再生可能エネルギー資源【C-2環境】

P.296 持続可能な社会へ【C-2環境、C-4開発】

P.306 自然環境の変化と国際的な取り組み【C-

2環境、C-4開発、D-2市民意識】

●

●

●

●

●

〇

〇

〇

イ

C 地球的課題 D 未来への選択 JICA関連記載 その他

国際協力・援助「見方・考え方」を働かせる

「問い」または「学習活動」
教材

A 多文化社会 B グローバル社

学習指導要領 学習指導要領解説 教科書対象範囲 教科書記載事項 見方・考え方

新しい科学3

単元5 地球と私たちの未

来のために

身近な自然環境や地域の自然災害などを調べ

つ観察、実験等を行い、自然環境の保全と科

学技術の利用の在り方について、科学的に考

察して判断する

次のことを理解するとともに、観察、実験な

どの技能を身につける

地球と宇宙について、見通しをもって観察、

実験を行い、規則性や関係性を見いだして表

現する

次のことを理解するとともに、観察、実験な

どの技能を身につける

新しい科学3

単元4 地球と宇宙
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教科書における国際教育関連記載事項抜き出しリスト

理科
⇒公民的な見方・考え方：社会事象を、政治、法、経済などに関わる多様な視点（概念や理論など）に着目して捉え、よりよい社会の構築に向けて、課題解決のための選択・判断に資する概念や理論などと関連付けること

※教科書記載事項の列の【】内は、その抜き出したトピックが当てはまる「国際理解教育の実践的枠組み」の分類を表す。その中で下線がついているものが主な分類、下線がないものは付随的な分類となる。

1 文化

理解

2 文化

交流

3 多文

化共生

1 相互

依存

2 情報

化

1 人権 2 環境 3 平和 4 開発 1 歴史

認識

2 市民

意識

3 社会

参加

国際援助 専門家 青年海外協

力隊

その他

第1分野
(1) 身近な物理現象

ア

(ア) 光と音

㋐光の反射・屈折

㋑凸レンズの働き

㋒音の性質
(イ) 力の働き

㋐力の働き
イ

(2) 身の回りの物質

ア

(ア) 物質のすがた

㋐身の回りの物質とその性質

㋑気体の発生と性質
(イ) 水溶液

㋐水溶液
(ウ) 状態変化

㋐状態変化と熱

㋑物質の融点と沸点
イ

(3) 電流とその利用

ア

(ア) 電流

㋐回路と電流・電圧

㋑電流・電圧と抵抗

㋒電気とそのエネルギー

㋓静電気と電流
(イ) 電流と磁界

㋐電流がつくる磁界

㋑磁界中の電流が受ける力

㋒電磁誘導と発電
イ

(4) 化学変化と原子・分子

ア

(ア) 物質の成り立ち

㋐物質の分解

㋑原子・分子

(イ) 化学変化

㋐化学変化

㋑化学変化における酸化と還元

㋒化学変化と熱
(ウ) 化学変化と物質の質量

㋐化学変化と質量の保存

㋑質量変化の規則性
イ

「見方・考え方」を働か

せる「問い」または「学

習活動」

科学1

1-3 身のまわりの現象

科学1

1-2 身のまわりの物質

次のことを理解するとともに、観察、実験など

の技能を身につける

電流、磁界に関し、見通しをもって解決する方

法を立案して観察、実験を行い、その結果を分

析して解釈し、規則性や関係性を見いだして表

現する

次のことを理解するとともに、観察、実験など

の技能を身につける

教科書記載事項

科学2

2-3 電流とそのはたら

き

問題を見いだし見通しをもって観察、実験など

を行い、規則性を見いだして表現する

化学変化について見通しをもって解決する方法

を立案して観察、実験を行い、その結果を分析

して解釈し、規則性や関係性を見いだして表現

する

JICA関連記載 その他

国際協力・援助

次のことを理解するとともに、観察、実験など

の技能を身につける

観察、実験を行い、規則性や関係性を見いだし

て表現する

次のことを理解するとともに、観察、実験など

の技能を身につける

C 地球的課題 D 未来への選択

教材

A 多文化社会 B グローバル社

学習指導要領 学習指導要領解説 教科書対象範囲
見方・考え

方

●：教科書記載のトピックが主に当てはまる分類（一つのトピックにつき一つのみ）

〇：教科書記載のトピックが関連のある付随的分類（一つのトピックに何もつかない場合もあれば、複数つ

く場合もある）

科学2

2-1 化学変化と原子・

分子



1 文化

理解

2 文化

交流

3 多文

化共生

1 相互

依存

2 情報

化

1 人権 2 環境 3 平和 4 開発 1 歴史

認識

2 市民

意識

3 社会

参加

国際援助 専門家 青年海外協

力隊

その他

(5) 運動とエネルギー

ア

(ア) 力のつり合いと合成・分解

㋐水中の物体に働く力

㋑力の合成・分解
(イ) 運動の規則性

㋐運動の速さと向き

㋑力と運動

(ウ) 力学的エネルギー

㋐仕事とエネルギー

㋑力学的エネルギーの保存

イ

(6) 化学変化とイオン

ア

(ア) 水溶液とイオン

㋐原子の成り立ちとイオン

㋑酸・アルカリ

㋒中和と塩
(イ) 化学変化と電池

㋐金属イオン

㋑化学変化と電池
イ

(7) 科学技術と人編

ア

(ア) エネルギーと物質

㋐エネルギーとエネルギー資源

㋑様々な物質とその利用

㋒科学技術の発展

P.249 再生可能エネルギー【 C-2環境】

P.257 持続可能な開発目標【C-2環境、C-4開

発】

P.258 環境保全の取り組み【C-2環境】

●

●

●

〇

(イ) 自然環境の保全と科学技術の利用

㋐自然環境の保全と科学技術の利用

イ

C 地球的課題 D 未来への選択 JICA関連記載 その他

国際協力・援助
「見方・考え方」を働か

せる「問い」または「学

習活動」

教材

A 多文化社会 B グローバル社

学習指導要領 学習指導要領解説 教科書対象範囲 教科書記載事項
見方・考え

方

運動とエネルギーについて、見通しをもって解

決する方法を立案して観察、実験を行い、その

結果を分析して解釈し、規則性や関係性を見い

次のことを理解するとともに、観察、実験など

の技能を身につける

化学変化について、見通しをもって解決する方

法を立案して観察、実験を行い、その結果を分

析して解釈し、規則性や関係性を見いだして表

現する

次のことを理解するとともに、観察、実験など

の技能を身につける

エネルギーや物質について、見通しをもって解

決する方法を立案して観察、実験を行い、その

結果を分析して解釈し、規則性や関係性を見い

だして表現する

科学3

3-5 自然・科学技術と

人間

科学3

3-1 運動とエネルギー

科学3

3-3 化学変化とイオン

次のことを理解するとともに、観察、実験など

の技能を身につける



1 文化

理解

2 文化

交流

3 多文

化共生

1 相互

依存

2 情報

化

1 人権 2 環境 3 平和 4 開発 1 歴史

認識

2 市民

意識

3 社会

参加

国際援助 専門家 青年海外協

力隊

その他

第2分野

(1) いろいろな生物とその共通点

ア

(ア) 生物の観察と分類の仕方

㋐生物の観察

㋑生物の特徴と分類の仕方
(イ) 生物の体の共通点と相違点

㋐植物の体の共通点と相違点

㋑動物の体の共通点と相違点
イ

(2) 大地の成り立ちと変化

ア

(ア) 身近な地形や地層、岩石の観察

㋐身近な地形や地層、岩石の観察
(イ) 地層の重なりと過去の様子

㋐地層の重なりと過去の様子

(ウ) 火山と地震

㋐火山活動と火成岩

㋑地震の伝わり方と地球内部の働き

(エ) 自然の恵みと火山災害・地震災害

㋐自然の恵みと火山災害・地震災害

イ

(3) 生物の体のつくりと働き

ア

(ア) 生物と細胞

㋐生物と細胞
(イ）植物の体のつくりと働き

㋐葉・茎・根のつくりと働き
(ウ) 動物の体のつくりと働き

㋐生命を維持する働きｘ

㋑刺激と反応
イ

(4) 気象とその変化

ア

(ア) 気象観測

㋐気象要素

㋑気象観測

(イ) 天気の変化

㋐霧や雲の発生

㋑前線の通過と天気の変化

(ウ) 日本の気象

㋐日本の天気の特徴

㋑大気の動きと海洋の影響

(エ) 自然の恵みと気象災害

㋐自然の恵みと気象災害

イ

C 地球的課題 D 未来への選択 JICA関連記載 その他

国際協力・援助
「見方・考え方」を働か

せる「問い」または「学

習活動」

教材

A 多文化社会 B グローバル社

学習指導要領 学習指導要領解説 教科書対象範囲 教科書記載事項
見方・考え

方

次のことを理解するとともに、観察、実験など

の技能を身につける

科学2

2-2 動植物の生きるし

くみ

科学2

2-4 天気とその変化

科学1

1-1 動植物の分類

科学1

1-4 大地の活動

身近な生物についての観察、実験などを通し

て、生物の共通点や相違点を見いだすととも

に、生物を分類するための観点や基準を見いだ

して表現する

次のことを理解するとともに、観察、実験など

の技能を身につける

大地の成り立ちと変化について、見通しをもっ

て観察、実験を行い、規則性や関係性を見いだ

して表現する

次のことを理解するとともに、観察、実験など

の技能を身につける

身近な植物や動物の体のつくりと働きについ

て、見通しをもって観察、実験を行い、規則性

や関係性を見いだして表現する

次のことを理解するとともに、観察、実験など

の技能を身につける

気象とその変化について、見通しをもって観

察、実験を行い、規則性や関係性を見いだして

表現する



1 文化

理解

2 文化

交流

3 多文

化共生

1 相互

依存

2 情報

化

1 人権 2 環境 3 平和 4 開発 1 歴史

認識

2 市民

意識

3 社会

参加

国際援助 専門家 青年海外協

力隊

その他

(5) 生命の連続性

ア

(ア) 生物の成⾧と殖え方

㋐細胞分裂と生物の成⾧

㋑生物の殖え方

(イ) 遺伝の規則性と遺伝子

㋐遺伝の規則性と遺伝子

(ウ) 生物の種類の多様性と進化

㋐生物の種類の多様性と進化

イ

(6) 地球と宇宙

ア

(ア) 天体の動きと地球の自転・公転

㋐日周運動と自転

㋑年周運動と公転

(イ) 太陽系と恒星

㋐太陽の様子

㋑惑星と恒星

㋒月や金星の運動と見え方

イ

(7) 自然と人間

ア

(ア) 生物と環境

㋐自然界のつり合い

㋑自然環境の調査と環境保全

㋒地球の自然災害

P.243 自然環境と人間、外来種と在来種【 C-

2環境】
●

(イ) 自然環境の保全と科学技術の利用

㋐自然環境の保全と科学技術の利用

イ

C 地球的課題 D 未来への選択 JICA関連記載 その他

国際協力・援助
「見方・考え方」を働か

せる「問い」または「学

習活動」

教材

A 多文化社会 B グローバル社

学習指導要領 学習指導要領解説 教科書対象範囲 教科書記載事項
見方・考え

方

科学3

3-4 地球と宇宙

科学3

3-5 自然・科学技術と

人間

科学3

3-2 生物どうしのつな

がり

身近な自然環境や地域の自然災害などを調べつ

観察、実験等を行い、自然環境の保全と科学技

術の利用の在り方について、科学的に考察して

判断する

次のことを理解するとともに、観察、実験など

の技能を身につける

生命の連続性について、見通しをもって観察、

実験を行い、規則性や関係性を見いだして表現

する

次のことを理解するとともに、観察、実験など

の技能を身につける

地球と宇宙について、見通しをもって観察、実

験を行い、規則性や関係性を見いだして表現す

る

次のことを理解するとともに、観察、実験など

の技能を身につける
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教科書における国際教育関連記載事項抜き出しリスト

理科
⇒公民的な見方・考え方：社会事象を、政治、法、経済などに関わる多様な視点（概念や理論など）に着目して捉え、よりよい社会の構築に向けて、課題解決のための選択・判断に資する概念や理論などと関連付けること

※教科書記載事項の列の【】内は、その抜き出したトピックが当てはまる「国際理解教育の実践的枠組み」の分類を表す。その中で下線がついているものが主な分類、下線がないものは付随的な分類となる。

1 文化

理解

2 文化

交流

3 多文

化共生

1 相互

依存

2 情報

化

1 人権 2 環境 3 平和 4 開発 1 歴史

認識

2 市民

意識

3 社会

参加

国際援助 専門家 青年海外協

力隊

その他

第1分野
(1) 身近な物理現象

ア

(ア) 光と音

㋐光の反射・屈折

㋑凸レンズの働き

㋒音の性質
(イ) 力の働き

㋐力の働き
イ

(2) 身の回りの物質

ア

(ア) 物質のすがた

㋐身の回りの物質とその性質

㋑気体の発生と性質
(イ) 水溶液

㋐水溶液

(ウ) 状態変化

㋐状態変化と熱

㋑物質の融点と沸点

イ

(3) 電流とその利用

ア

(ア) 電流

㋐回路と電流・電圧

㋑電流・電圧と抵抗

㋒電気とそのエネルギー

㋓静電気と電流

(イ) 電流と磁界

㋐電流がつくる磁界

㋑磁界中の電流が受ける力

㋒電磁誘導と発電

イ

(4) 化学変化と原子・分子

ア

(ア) 物質の成り立ち

㋐物質の分解

㋑原子・分子

(イ) 化学変化

㋐化学変化

㋑化学変化における酸化と還元

㋒化学変化と熱

(ウ) 化学変化と物質の質量

㋐化学変化と質量の保存

㋑質量変化の規則性

イ

その他

国際協力・援助

次のことを理解するとともに、観察、実験など

の技能を身につける

観察、実験を行い、規則性や関係性を見いだし

て表現する

次のことを理解するとともに、観察、実験など

の技能を身につける

C 地球的課題 D 未来への選択

教材

A 多文化社会 B グローバル社

学習指導要領 学習指導要領解説 教科書対象範囲 教科書記載事項 見方・考え方
「見方・考え方」を働かせる

「問い」または「学習活動」

JICA関連記載

問題を見いだし見通しをもって観察、実験など

を行い、規則性を見いだして表現する

次のことを理解するとともに、観察、実験など

の技能を身につける

化学変化について見通しをもって解決する方法

を立案して観察、実験を行い、その結果を分析

して解釈し、規則性や関係性を見いだして表現

する

●：教科書記載のトピックが主に当てはまる分類（一つのトピックにつき一つのみ）

〇：教科書記載のトピックが関連のある付随的分類（一つのトピックに何もつかない場合もあれば、複数つ

く場合もある）

次のことを理解するとともに、観察、実験など

の技能を身につける

電流、磁界に関し、見通しをもって解決する方

法を立案して観察、実験を行い、その結果を分

析して解釈し、規則性や関係性を見いだして表

現する



1 文化

理解

2 文化

交流

3 多文

化共生

1 相互

依存

2 情報

化

1 人権 2 環境 3 平和 4 開発 1 歴史

認識

2 市民

意識

3 社会

参加

国際援助 専門家 青年海外協

力隊

その他

(5) 運動とエネルギー

ア

(ア) 力のつり合いと合成・分解

㋐水中の物体に働く力

㋑力の合成・分解

(イ) 運動の規則性

㋐運動の速さと向き

㋑力と運動

(ウ) 力学的エネルギー

㋐仕事とエネルギー

㋑力学的エネルギーの保存

イ

(6) 化学変化とイオン

ア

(ア) 水溶液とイオン

㋐原子の成り立ちとイオン

㋑酸・アルカリ

㋒中和と塩

(イ) 化学変化と電池

㋐金属イオン

㋑化学変化と電池

イ

(7) 科学技術と人編

ア

(ア) エネルギーと物質

㋐エネルギーとエネルギー資源

㋑様々な物質とその利用

㋒科学技術の発展

未来へひろがるサ

イエンス３

(P.230-P.248)

5章 エネルギー資

源とその利用

・P.238 エネルギー利用上の課題に対応するに

は、有効利用の方法や、環境への負荷を出来るだけ

少なくする再生可能な新しいエネルギー資源の開発

が必要【C-2環境】

・P239 ICTの発展や電子機器の増加、新興国の発展

によって、今後より多くの電力が必要になる、これ

に対して地域でエネルギー資源を有効に利用、作り

出し、たくわえながら利用するスマートコミュニ

ティが進められている。【C-2環境】

・P248 2015年国連サミットでSDGsが採択され、

「エネルギーをみんなに そしてクリーンに」は

SDGsのひとつである。【C-2環境】

計画 限りあるエネルギー資源を有

効に利用し、次の世代へ引き

ついでいくには、どのような

考え方を身につけねばならな

いか。

・P238 世界の1年間当たり

のエネルギー需要の推移のグ

ラフ、P239世界の1年間あた

りの電力量の需要のグラフ

・P249 電気のない村に太陽

光発電システムを届ける仕事

のコラムと、インドネシアマ

ルセダン・ラヤ村に設置され

た太陽光発電の写真

●

●

●

(イ) 自然環境の保全と科学技術の利用

㋐自然環境の保全と科学技術の利用

イ

その他

国際協力・援助
B グローバル社 C 地球的課題 D 未来への選択 JICA関連記載

見方・考え方
「見方・考え方」を働かせる

「問い」または「学習活動」
教材

A 多文化社会

化学変化について、見通しをもって解決する方

法を立案して観察、実験を行い、その結果を分

析して解釈し、規則性や関係性を見いだして表

現する

次のことを理解するとともに、観察、実験など

の技能を身につける

エネルギーや物質について、見通しをもって解

決する方法を立案して観察、実験を行い、その

結果を分析して解釈し、規則性や関係性を見い

だして表現する

次のことを理解するとともに、観察、実験など

の技能を身につける

運動とエネルギーについて、見通しをもって解

決する方法を立案して観察、実験を行い、その

結果を分析して解釈し、規則性や関係性を見い

だして表現する

次のことを理解するとともに、観察、実験など

の技能を身につける

学習指導要領 学習指導要領解説 教科書対象範囲 教科書記載事項



1 文化

理解

2 文化

交流

3 多文

化共生

1 相互

依存

2 情報

化

1 人権 2 環境 3 平和 4 開発 1 歴史

認識

2 市民

意識

3 社会

参加

国際援助 専門家 青年海外協

力隊

その他

第2分野

(1) いろいろな生物とその共通点

ア

(ア) 生物の観察と分類の仕方

㋐生物の観察

㋑生物の特徴と分類の仕方
(イ) 生物の体の共通点と相違点

㋐植物の体の共通点と相違点

㋑動物の体の共通点と相違点
イ

(2) 大地の成り立ちと変化

ア

(ア) 身近な地形や地層、岩石の観察

㋐身近な地形や地層、岩石の観察

(イ) 地層の重なりと過去の様子

㋐地層の重なりと過去の様子

(ウ) 火山と地震

㋐火山活動と火成岩

㋑地震の伝わり方と地球内部の働き

(エ) 自然の恵みと火山災害・地震災害

㋐自然の恵みと火山災害・地震災害

イ

(3) 生物の体のつくりと働き

ア

(ア) 生物と細胞

㋐生物と細胞
(イ）植物の体のつくりと働き

㋐葉・茎・根のつくりと働き
(ウ) 動物の体のつくりと働き

㋐生命を維持する働きｘ

㋑刺激と反応
イ

(4) 気象とその変化

ア

(ア) 気象観測

㋐気象要素

㋑気象観測

(イ) 天気の変化

㋐霧や雲の発生

㋑前線の通過と天気の変化

(ウ) 日本の気象

㋐日本の天気の特徴

㋑大気の動きと海洋の影響

(エ) 自然の恵みと気象災害

㋐自然の恵みと気象災害

イ

見方・考え方教科書記載事項教科書対象範囲学習指導要領解説学習指導要領
B グローバル社A 多文化社会

教材
「見方・考え方」を働かせる

「問い」または「学習活動」

その他

国際協力・援助
JICA関連記載D 未来への選択C 地球的課題

次のことを理解するとともに、観察、実験など

の技能を身につける

次のことを理解するとともに、観察、実験など

の技能を身につける

大地の成り立ちと変化について、見通しをもっ

て観察、実験を行い、規則性や関係性を見いだ

して表現する

次のことを理解するとともに、観察、実験など

の技能を身につける

身近な植物や動物の体のつくりと働きについ

て、見通しをもって観察、実験を行い、規則性

や関係性を見いだして表現する

次のことを理解するとともに、観察、実験など

の技能を身につける

気象とその変化について、見通しをもって観

察、実験を行い、規則性や関係性を見いだして

表現する

身近な生物についての観察、実験などを通し

て、生物の共通点や相違点を見いだすととも

に、生物を分類するための観点や基準を見いだ

して表現する



1 文化

理解

2 文化

交流

3 多文

化共生

1 相互

依存

2 情報

化

1 人権 2 環境 3 平和 4 開発 1 歴史

認識

2 市民

意識

3 社会

参加

国際援助 専門家 青年海外協

力隊

その他

(5) 生命の連続性

ア

(ア) 生物の成⾧と殖え方

㋐細胞分裂と生物の成⾧

㋑生物の殖え方
(イ) 遺伝の規則性と遺伝子

㋐遺伝の規則性と遺伝子

(ウ) 生物の種類の多様性と進化

㋐生物の種類の多様性と進化

イ

(6) 地球と宇宙

ア

(ア) 天体の動きと地球の自転・公転

㋐日周運動と自転

㋑年周運動と公転

(イ) 太陽系と恒星

㋐太陽の様子

㋑惑星と恒星

㋒月や金星の運動と見え方
イ

(7) 自然と人間

ア

(ア) 生物と環境

㋐自然界のつり合い

㋑自然環境の調査と環境保全

㋒地球の自然災害

未来へひろがるサ

イエンス３

(P.284-P.315)

4章 人間と環境

・P296 二酸化炭素などの排出量の規制は、世界の

国々が協力して取り組まなければならない重要な課

題である。【C-2環境】

予想 わたしたちは自然環境からど

のような影響を受け、およぼ

しているか。

・P296 2015年12月COP21の

写真

●

(イ) 自然環境の保全と科学技術の利用

㋐自然環境の保全と科学技術の利用

未来へひろがるサ

イエンス３

(P.302-P309)

5章 持続可能な社

会をめざして

・P304 将来、資源が枯渇したり、エネルギーが不

足したりすることがないようにしたり、豊かな自然

環境を保全したりしつつ、現在の便利で豊かな生活

を続けることができる社会（持続可能な社会）を築

くことが、わたしたちすべての人間に課せられた使

命である。【C-2環境】

予想 現在の豊かな生活を将来の世

代まで続けていくために、わ

たしたちは自然環境を保全し

ながら、どのように科学技術

を利用すればよいか。

・P304 SDGsのうち、自然

環境の保全や科学技術の利用

に関係があるマーク

●

イ

C 地球的課題 D 未来への選択 JICA関連記載 その他

国際協力・援助「見方・考え方」を働かせる

「問い」または「学習活動」
教材

A 多文化社会 B グローバル社

学習指導要領 学習指導要領解説 教科書対象範囲 教科書記載事項 見方・考え方

身近な自然環境や地域の自然災害などを調べつ

観察、実験等を行い、自然環境の保全と科学技

術の利用の在り方について、科学的に考察して

判断する

次のことを理解するとともに、観察、実験など

の技能を身につける

生命の連続性について、見通しをもって観察、

実験を行い、規則性や関係性を見いだして表現

する

次のことを理解するとともに、観察、実験など

の技能を身につける

地球と宇宙について、見通しをもって観察、実

験を行い、規則性や関係性を見いだして表現す

る

次のことを理解するとともに、観察、実験など

の技能を身につける



別添資料2-21

教科書における国際教育関連記載事項抜き出しリスト

理科
⇒公民的な見方・考え方：社会事象を、政治、法、経済などに関わる多様な視点（概念や理論など）に着目して捉え、よりよい社会の構築に向けて、課題解決のための選択・判断に資する概念や理論などと関連付けること

※教科書記載事項の列の【】内は、その抜き出したトピックが当てはまる「国際理解教育の実践的枠組み」の分類を表す。その中で下線がついているものが主な分類、下線がないものは付随的な分類となる。

1 文化

理解

2 文化

交流

3 多文

化共生

1 相互

依存

2 情報

化

1 人権 2 環境 3 平和 4 開発 1 歴史

認識

2 市民

意識

3 社会

参加

国際援助 専門家 青年海外協

力隊

その他

第1分野
(1) 身近な物理現象

ア

(ア) 光と音

㋐光の反射・屈折

㋑凸レンズの働き

㋒音の性質

(イ) 力の働き

㋐力の働き

イ

(2) 身の回りの物質

ア

(ア) 物質のすがた

㋐身の回りの物質とその性質

㋑気体の発生と性質

(イ) 水溶液

㋐水溶液
(ウ) 状態変化

㋐状態変化と熱

㋑物質の融点と沸点
イ

(3) 電流とその利用

ア

(ア) 電流

㋐回路と電流・電圧

㋑電流・電圧と抵抗

㋒電気とそのエネルギー

㋓静電気と電流

(イ) 電流と磁界

㋐電流がつくる磁界

㋑磁界中の電流が受ける力

㋒電磁誘導と発電

イ

(4) 化学変化と原子・分子

ア

(ア) 物質の成り立ち

㋐物質の分解

㋑原子・分子

(イ) 化学変化

㋐化学変化

㋑化学変化における酸化と還元

㋒化学変化と熱

(ウ) 化学変化と物質の質量

㋐化学変化と質量の保存

㋑質量変化の規則性

イ

その他

国際協力・援助

次のことを理解するとともに、観察、実験など

の技能を身につける

観察、実験を行い、規則性や関係性を見いだし

て表現する

次のことを理解するとともに、観察、実験など

の技能を身につける

C 地球的課題 D 未来への選択

教材

A 多文化社会 B グローバル社

学習指導要領 学習指導要領解説 教科書対象範囲 教科書記載事項 見方・考え方

JICA関連記載

問題を見いだし見通しをもって観察、実験など

を行い、規則性を見いだして表現する

「見方・考え方」を働かせ

る「問い」または「学習活

動」

次のことを理解するとともに、観察、実験など

の技能を身につける

化学変化について見通しをもって解決する方法

を立案して観察、実験を行い、その結果を分析

して解釈し、規則性や関係性を見いだして表現

する

●：教科書記載のトピックが主に当てはまる分類（一つのトピックにつき一つのみ）

〇：教科書記載のトピックが関連のある付随的分類（一つのトピックに何もつかない場合もあれば、複数つ

く場合もある）

次のことを理解するとともに、観察、実験など

の技能を身につける

電流、磁界に関し、見通しをもって解決する方

法を立案して観察、実験を行い、その結果を分

析して解釈し、規則性や関係性を見いだして表

現する



1 文化

理解

2 文化

交流

3 多文

化共生

1 相互

依存

2 情報

化

1 人権 2 環境 3 平和 4 開発 1 歴史

認識

2 市民

意識

3 社会

参加

国際援助 専門家 青年海外協

力隊

その他

(5) 運動とエネルギー

ア

(ア) 力のつり合いと合成・分解

㋐水中の物体に働く力

㋑力の合成・分解

(イ) 運動の規則性

㋐運動の速さと向き

㋑力と運動

(ウ) 力学的エネルギー

㋐仕事とエネルギー

㋑力学的エネルギーの保存

イ

(6) 化学変化とイオン

ア

(ア) 水溶液とイオン

㋐原子の成り立ちとイオン

㋑酸・アルカリ

㋒中和と塩

(イ) 化学変化と電池

㋐金属イオン

㋑化学変化と電池

イ

(7) 科学技術と人編

ア

(ア) エネルギーと物質

㋐エネルギーとエネルギー資源

㋑様々な物質とその利用

㋒科学技術の発展

(イ) 自然環境の保全と科学技術の利用

㋐自然環境の保全と科学技術の利用

イ

第2分野

(1) いろいろな生物とその共通点

ア

(ア) 生物の観察と分類の仕方

㋐生物の観察

㋑生物の特徴と分類の仕方

(イ) 生物の体の共通点と相違点

㋐植物の体の共通点と相違点

㋑動物の体の共通点と相違点
イ

その他

国際協力・援助
B グローバル社 C 地球的課題 D 未来への選択 JICA関連記載

見方・考え方

「見方・考え方」を働かせ

る「問い」または「学習活

動」

教材

A 多文化社会

化学変化について、見通しをもって解決する方

法を立案して観察、実験を行い、その結果を分

析して解釈し、規則性や関係性を見いだして表

現する

次のことを理解するとともに、観察、実験など

の技能を身につける

エネルギーや物質について、見通しをもって解

決する方法を立案して観察、実験を行い、その

結果を分析して解釈し、規則性や関係性を見い

だして表現する

次のことを理解するとともに、観察、実験など

の技能を身につける

次のことを理解するとともに、観察、実験など

の技能を身につける

運動とエネルギーについて、見通しをもって解

決する方法を立案して観察、実験を行い、その

結果を分析して解釈し、規則性や関係性を見い

だして表現する

次のことを理解するとともに、観察、実験など

の技能を身につける

学習指導要領 学習指導要領解説 教科書対象範囲 教科書記載事項

身近な生物についての観察、実験などを通し

て、生物の共通点や相違点を見いだすととも

に、生物を分類するための観点や基準を見いだ

して表現する



1 文化

理解

2 文化

交流

3 多文

化共生

1 相互

依存

2 情報

化

1 人権 2 環境 3 平和 4 開発 1 歴史

認識

2 市民

意識

3 社会

参加

国際援助 専門家 青年海外協

力隊

その他

(2) 大地の成り立ちと変化

ア

(ア) 身近な地形や地層、岩石の観察

㋐身近な地形や地層、岩石の観察

(イ) 地層の重なりと過去の様子

㋐地層の重なりと過去の様子

(ウ) 火山と地震

㋐火山活動と火成岩

㋑地震の伝わり方と地球内部の働き

(エ) 自然の恵みと火山災害・地震災害

㋐自然の恵みと火山災害・地震災害

イ

(3) 生物の体のつくりと働き

ア

(ア) 生物と細胞

㋐生物と細胞
(イ）植物の体のつくりと働き

㋐葉・茎・根のつくりと働き
(ウ) 動物の体のつくりと働き

㋐生命を維持する働きｘ

㋑刺激と反応
イ

(4) 気象とその変化

ア 理科2 単元3 気象とそ

の変化(P156-225)

(ア) 気象観測

㋐気象要素

㋑気象観測

第1章 気象の観測(P158-

171)

(イ) 天気の変化

㋐霧や雲の発生

㋑前線の通過と天気の変化

第2章 空気中の水の変化

(P172-187)

第3章 低気圧と天気の変

化(P188-197)
(ウ) 日本の気象

㋐日本の天気の特徴

㋑大気の動きと海洋の影響
第4章日本の気象 (P198-

211)

(エ) 自然の恵みと気象災害

㋐自然の恵みと気象災害
第5章大気の躍動と恵み

(P212-225)

P219 大切な水、今世界では(コラム）【C-2環境】 ●

イ

(5) 生命の連続性

ア

(ア) 生物の成⾧と殖え方

㋐細胞分裂と生物の成⾧

㋑生物の殖え方
(イ) 遺伝の規則性と遺伝子

㋐遺伝の規則性と遺伝子
(ウ) 生物の種類の多様性と進化

㋐生物の種類の多様性と進化
イ

学習指導要領 学習指導要領解説 教科書対象範囲 教科書記載事項 見方・考え方

「見方・考え方」を働かせ

る「問い」または「学習活

動」

教材

A 多文化社会 B グローバル社 C 地球的課題 D 未来への選択 JICA関連記載 その他

国際協力・援助

次のことを理解するとともに、観察、実験など

の技能を身につける

大地の成り立ちと変化について、見通しをもっ

て観察、実験を行い、規則性や関係性を見いだ

して表現する

次のことを理解するとともに、観察、実験など

の技能を身につける

身近な植物や動物の体のつくりと働きについ

て、見通しをもって観察、実験を行い、規則性

や関係性を見いだして表現する

次のことを理解するとともに、観察、実験など

の技能を身につける

気象とその変化について、見通しをもって観

察、実験を行い、規則性や関係性を見いだして

表現する

次のことを理解するとともに、観察、実験など

の技能を身につける

生命の連続性について、見通しをもって観察、

実験を行い、規則性や関係性を見いだして表現

する



1 文化

理解

2 文化

交流

3 多文

化共生

1 相互

依存

2 情報

化

1 人権 2 環境 3 平和 4 開発 1 歴史

認識

2 市民

意識

3 社会

参加

国際援助 専門家 青年海外協

力隊

その他

(6) 地球と宇宙

ア

(ア) 天体の動きと地球の自転・公転

㋐日周運動と自転

㋑年周運動と公転

(イ) 太陽系と恒星

㋐太陽の様子

㋑惑星と恒星

㋒月や金星の運動と見え方

イ

(7) 自然と人間

ア 理科3単元5 自然環境や

科学技術と私たちの未来

(P262-329)
(ア) 生物と環境

㋐自然界のつり合い

㋑自然環境の調査と環境保全

㋒地球の自然災害

第1章 生物と環境とのか

かわり (P264-275)

第2章 自然環境と私たち

(P276-289)

第3章 自然災害と私たち

(P290-297)

P273 微生物を利用した下水処理 日本の技術が活かされ

たシンガポールの下水処理【B-1相互依存】【C-2環境】

P284 大気と環境 温室効果ガスの排出量削減や地球温暖

化の進行を抑制するための国際的な取り組み【C-2環境】

P288 自然環境の保全【C-2環境】【D-2市民意識】

〇 ●

●

●

〇

(イ) 自然環境の保全と科学技術の利用

㋐自然環境の保全と科学技術の利用

第4章 エネルギー資源の

利用と私たち (P298-

307)

第5章 科学技術の発展と

私たち (P308-321)

終章   科学技術の利用と

自然環境の保全(P322-

329)

P312 海洋ごみ~プラスチックの利用を考える【C-2環境】

P323 危惧される地球環境の問題(写真）【C-2環境】

P324 持続可能な開発目標【C-2環境】【C-4開発】

●

●

〇

●

イ

C 地球的課題 D 未来への選択 JICA関連記載 その他

国際協力・援助
「見方・考え方」を働かせ

る「問い」または「学習活

動」

教材

A 多文化社会 B グローバル社

学習指導要領 学習指導要領解説 教科書対象範囲 教科書記載事項 見方・考え方

身近な自然環境や地域の自然災害などを調べつ

観察、実験等を行い、自然環境の保全と科学技

術の利用の在り方について、科学的に考察して

判断する

次のことを理解するとともに、観察、実験など

の技能を身につける

地球と宇宙について、見通しをもって観察、実

験を行い、規則性や関係性を見いだして表現す

る

次のことを理解するとともに、観察、実験など

の技能を身につける



別添資料2-22

教科書における国際教育関連記載事項抜き出しリスト

理科
⇒公民的な見方・考え方：社会事象を、政治、法、経済などに関わる多様な視点（概念や理論など）に着目して捉え、よりよい社会の構築に向けて、課題解決のための選択・判断に資する概念や理論などと関連付けること

※教科書記載事項の列の【】内は、その抜き出したトピックが当てはまる「国際理解教育の実践的枠組み」の分類を表す。その中で下線がついているものが主な分類、下線がないものは付随的な分類となる。

1 文化

理解

2 文化

交流

3 多文

化共生

1 相互

依存

2 情報

化

1 人権 2 環境 3 平和 4 開発 1 歴史

認識

2 市民

意識

3 社会

参加

国際援助 専門家 青年海外協

力隊

その他

第1分野
(1) 身近な物理現象 理科の世界3

単元3 身近な物理現象
ア

(ア) 光と音

㋐光の反射・屈折

㋑凸レンズの働き

㋒音の性質
(イ) 力の働き

㋐力の働き
イ

(2) 身の回りの物質 理科の世界1

単元2 物質のすがた
ア

(ア) 物質のすがた

㋐身の回りの物質とその性質

㋑気体の発生と性質
(イ) 水溶液

㋐水溶液
(ウ) 状態変化

㋐状態変化と熱

㋑物質の融点と沸点

イ

(3) 電流とその利用 理科の世界2

単元3 電流とその利用
ア

(ア) 電流

㋐回路と電流・電圧

㋑電流・電圧と抵抗

㋒電気とそのエネルギー

㋓静電気と電流

(イ) 電流と磁界

㋐電流がつくる磁界

㋑磁界中の電流が受ける力

㋒電磁誘導と発電

イ

(4) 化学変化と原子・分子 理科の世界2

単元1 化学変化と原子・分子
ア

(ア) 物質の成り立ち

㋐物質の分解

㋑原子・分子

(イ) 化学変化

㋐化学変化

㋑化学変化における酸化と還元

㋒化学変化と熱
(ウ) 化学変化と物質の質量

㋐化学変化と質量の保存

㋑質量変化の規則性

イ

「見方・考え方」を働かせる

「問い」または「学習活動」

JICA関連記載

次のことを理解するとともに、観察、実験など

の技能を身につける

電流、磁界に関し、見通しをもって解決する方

法を立案して観察、実験を行い、その結果を分

析して解釈し、規則性や関係性を見いだして表

現する

次のことを理解するとともに、観察、実験など

の技能を身につける

化学変化について見通しをもって解決する方法

を立案して観察、実験を行い、その結果を分析

して解釈し、規則性や関係性を見いだして表現

する

その他

国際協力・援助

次のことを理解するとともに、観察、実験など

の技能を身につける

観察、実験を行い、規則性や関係性を見いだし

て表現する

次のことを理解するとともに、観察、実験など

の技能を身につける

問題を見いだし見通しをもって観察、実験など

を行い、規則性を見いだして表現する

教材

A 多文化社会 B グローバル社 C 地球的課題 D 未来への選択

学習指導要領 学習指導要領解説 教科書対象範囲 教科書記載事項 見方・考え方

●：教科書記載のトピックが主に当てはまる分類（一つのトピックにつき一つのみ）

〇：教科書記載のトピックが関連のある付随的分類（一つのトピックに何もつかない場合もあれば、複数つ

く場合もある）



1 文化

理解

2 文化

交流

3 多文

化共生

1 相互

依存

2 情報

化

1 人権 2 環境 3 平和 4 開発 1 歴史

認識

2 市民

意識

3 社会

参加

国際援助 専門家 青年海外協

力隊

その他

(5) 運動とエネルギー 理科の世界3

単元1 運動とエネルギー
ア

(ア) 力のつり合いと合成・分解

㋐水中の物体に働く力

㋑力の合成・分解
(イ) 運動の規則性

㋐運動の速さと向き

㋑力と運動
(ウ) 力学的エネルギー

㋐仕事とエネルギー

㋑力学的エネルギーの保存

イ

(6) 化学変化とイオン 理科の世界3

単元4 化学変化とイオン

ア

(ア) 水溶液とイオン

㋐原子の成り立ちとイオン

㋑酸・アルカリ

㋒中和と塩
(イ) 化学変化と電池

㋐金属イオン

㋑化学変化と電池
イ

(7) 科学技術と人編 理科の世界3

単元6 地球の明るい未来のた

めに（P284-337）
ア

(ア) エネルギーと物質

㋐エネルギーとエネルギー資源

㋑様々な物質とその利用

㋒科学技術の発展

P302- 2章 科学技術と人間 ●

○ ●

(イ) 自然環境の保全と科学技術の利用

㋐自然環境の保全と科学技術の利用
イ

第2分野

(1) いろいろな生物とその共通点 理科の世界1

単元1 生物の世界
ア

(ア) 生物の観察と分類の仕方

㋐生物の観察

㋑生物の特徴と分類の仕方

(イ) 生物の体の共通点と相違点

㋐植物の体の共通点と相違点

㋑動物の体の共通点と相違点

イ

D 未来への選択 JICA関連記載 その他

国際協力・援助教材

A 多文化社会 B グローバル社 C 地球的課題

運動とエネルギーについて、見通しをもって解

決する方法を立案して観察、実験を行い、その

結果を分析して解釈し、規則性や関係性を見い

だして表現する

次のことを理解するとともに、観察、実験など

の技能を身につける

学習指導要領 学習指導要領解説 教科書対象範囲 教科書記載事項 見方・考え方
「見方・考え方」を働かせる

「問い」または「学習活動」

次のことを理解するとともに、観察、実験など

の技能を身につける

身近な生物についての観察、実験などを通し

て、生物の共通点や相違点を見いだすととも

に、生物を分類するための観点や基準を見いだ

して表現する

次のことを理解するとともに、観察、実験など

の技能を身につける

化学変化について、見通しをもって解決する方

法を立案して観察、実験を行い、その結果を分

析して解釈し、規則性や関係性を見いだして表

現する

次のことを理解するとともに、観察、実験など

の技能を身につける

P322 情報を伝える科学技術【B-2情報化】

P323 科学技術の課題と未来。資源の利用、環境

保護、持続可能な社会【C-2環境】【C-4開発】

エネルギーや物質について、見通しをもって解

決する方法を立案して観察、実験を行い、その

結果を分析して解釈し、規則性や関係性を見い

だして表現する



1 文化

理解

2 文化

交流

3 多文

化共生

1 相互

依存

2 情報

化

1 人権 2 環境 3 平和 4 開発 1 歴史

認識

2 市民

意識

3 社会

参加

国際援助 専門家 青年海外協

力隊

その他

(2) 大地の成り立ちと変化 理科の世界1

単元4 大地の変化

ア

(ア) 身近な地形や地層、岩石の観察

㋐身近な地形や地層、岩石の観察
(イ) 地層の重なりと過去の様子

㋐地層の重なりと過去の様子
(ウ) 火山と地震

㋐火山活動と火成岩

(エ) 自然の恵みと火山災害・地震災害

㋐自然の恵みと火山災害・地震災害

イ

(3) 生物の体のつくりと働き 理科の世界2

単元2 生物の体のつくりとは

たらき
ア

(ア) 生物と細胞

㋐生物と細胞
(イ）植物の体のつくりと働き

㋐葉・茎・根のつくりと働き
(ウ) 動物の体のつくりと働き

㋐生命を維持する働きｘ

㋑刺激と反応
イ

(4) 気象とその変化

ア 理科の世界2

単元4 気象のしくみと天気の

変化（P230-295 ）

P287 よりよい生活を目指してーSDGsー、気象

現象の恵みと災害【C-2環境】【C-4開発】

○ ●

(ア) 気象観測

㋐気象要素

㋑気象観測
(イ) 天気の変化

㋐霧や雲の発生

㋑前線の通過と天気の変化
(ウ) 日本の気象

㋐日本の天気の特徴

㋑大気の動きと海洋の影響
(エ) 自然の恵みと気象災害

㋐自然の恵みと気象災害

イ

(5) 生命の連続性 理科の世界3

単元2 生命のつながり

単元3 自然界のつながり
ア

(ア) 生物の成⾧と殖え方

㋐細胞分裂と生物の成⾧

㋑生物の殖え方
(イ) 遺伝の規則性と遺伝子

㋐遺伝の規則性と遺伝子
(ウ) 生物の種類の多様性と進化

㋐生物の種類の多様性と進化
イ

JICA関連記載 その他

国際協力・援助学習指導要領 学習指導要領解説 教科書対象範囲 教科書記載事項 見方・考え方
「見方・考え方」を働かせる

「問い」または「学習活動」
教材

A 多文化社会 B グローバル社 C 地球的課題 D 未来への選択

身近な植物や動物の体のつくりと働きについ

て、見通しをもって観察、実験を行い、規則性

や関係性を見いだして表現する

次のことを理解するとともに、観察、実験など

の技能を身につける

大地の成り立ちと変化について、見通しをもっ

て観察、実験を行い、規則性や関係性を見いだ

して表現する

次のことを理解するとともに、観察、実験など

の技能を身につける

気象とその変化について、見通しをもって観

察、実験を行い、規則性や関係性を見いだして

表現する

次のことを理解するとともに、観察、実験など

の技能を身につける

生命の連続性について、見通しをもって観察、

実験を行い、規則性や関係性を見いだして表現

する

次のことを理解するとともに、観察、実験など

の技能を身につける



1 文化

理解

2 文化

交流

3 多文

化共生

1 相互

依存

2 情報

化

1 人権 2 環境 3 平和 4 開発 1 歴史

認識

2 市民

意識

3 社会

参加

国際援助 専門家 青年海外協

力隊

その他

(6) 地球と宇宙 理科の世界3

単元5 地球と宇宙

ア

(ア) 天体の動きと地球の自転・公転

㋐日周運動と自転

㋑年周運動と公転
(イ) 太陽系と恒星

㋐太陽の様子

㋑惑星と恒星

㋒月や金星の運動と見え方
イ

(7) 自然と人間 理科の世界3

単元6 地球の明るい未来のた

めに（P284-337）

ア

(ア) 生物と環境

㋐自然界のつり合い

㋑自然環境の調査と環境保全

㋒地球の自然災害

●

●

(イ) 自然環境の保全と科学技術の利用

㋐自然環境の保全と科学技術の利用

イ

JICA関連記載 その他

国際協力・援助学習指導要領 学習指導要領解説 教科書対象範囲 教科書記載事項 見方・考え方
「見方・考え方」を働かせる

「問い」または「学習活動」
教材

A 多文化社会 B グローバル社 C 地球的課題 D 未来への選択

P288- 1章 自然環境と人間

P324- 終章 これからの私たち

のくらし

P290 人間の活動と自然環境。人口の増加によ

る、一部の生物の絶滅、地球温暖化。【C-2環

境】

P295 自然環境の保全。国際協調の必要性、枠組

みのひとつとしてラムサール条約、締約国に湿

地保全を義務付け。谷津・藤前干潟（写真）

【C-2環境】

身近な自然環境や地域の自然災害などを調べつ

観察、実験等を行い、自然環境の保全と科学技

術の利用の在り方について、科学的に考察して

判断する

次のことを理解するとともに、観察、実験など

の技能を身につける

地球と宇宙について、見通しをもって観察、実

験を行い、規則性や関係性を見いだして表現す

る

次のことを理解するとともに、観察、実験など


